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ロ シ ヤ 語 の 進 化 傾 向

井 　　 桁　　 貞　　敏

　 Pt シ ヤ 語 は 東 ス ラ ヴ語をな し，西 ス ラ ヴ誰（ポーラ ン ド語 ・チ ェ ッ ク 語な ど），

南 ス ラ ヴ 語 （ブ ル ガ リヤ語 ・セ ル ボ ク ロ ア ート語 ・ス ロ ヴ ＝
ニ ヤ 語 な ど）と共

に ， 共通 の 基礎語た る原始 ス ラ ヴ 語 （ス ラ ヴ基語）を継承する言語すなわち ス

ラ ヴ語派に属す る 。 ス ラ ヴ語 は ヒ ッ タ イ ト語 ・ギ リシ ャ 語 ・イ ソ ドイ ラ ン 語 ・

イ タ リ ッ ク 語 ・ゲ ル V ン 語 ・バ ル ト語等 々 の 語派 とと もに ， 共通の 墨礎コた る

原始 イン ド ヨ
ー

ロ
ッ

パ 語 （印欧基語）を継承す る もの で あ る 。

　 ス ラ ヴ語派 は バ ル ト語派 （リ ト ア ニ ヤ 語，ラ トヴ ィ ア 語 ， 古代プ ロ シ ャ 語）

と最 も近 く，両者が
一

つ の 語派をなすか 否か が昔か ら議論 さ れ て 来た が ，印欧

語の 共通期の 観に バ ル ト語・ス ラ ヴ語を含む方言地域が あ っ て ，全 く等質 で は な

か っ た に せ よ ，多 くの共通 の 改新をな し得た時期が あっ た こ とは 確 か で あ ろ う。

　本編で は ロ シ ヤ語 の 歴史を概観しつ つ ， ロ シ ヤ語が ど うい 5進化 傾向を有 し

て来たか を考え て 見た い o

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＊

　古代教会 ス ラ ヴ語 （南ス ラ ヴ 語を基礎とす る宗教語 ・文化語）お よび 古代 ロ

シ ヤ語に は 次 の 子音が あ っ た 。 閉鎖音一 唇音 p，b，歯音 t
，
　d，後舌音 k，　g ，

摩擦音 f，v
，　x ，　s，　z ；言湧 ，閉擦音 c

，
　dz （古代 P シ ヤ語に は実証されな い ），

6・ 鼻音 m ・n ， th’ff　r
・
　1，　sonant 　jc＜女台め は jの ほ か s

”

，　ti，6，　c，　dz は軟音で ，

k，g，　X は 硬音 だ っ た 。 他の 子音は 次に 後列母音が来れば硬 音 ， 前列母音が来

れ瞰 離 ・ た ・ 鴫 ・ は轄 刎 まか 疇 儲 もも・ て い 9 瞰 嘉 との 対

応 は 次 の よ うで あ る 。

　印欧基語

＊P，

＊ph
＊b

，

＊bh
＊t，

＊th
＊d

，

＊dh
＊S

＊z
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　印欧基語

＊kw

＊gw，9
”h
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＊9，＊gh

方言的 Q

ス ラ ヴ 語

　 k

　 g

　 SzX

一 1 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Association of Russian Scholars

NII-Electronic Library Service

Japanese 　 Assooiation 　 of 　 Russian 　 Soholars

　f は ス ラ ヴ 語．こ は 始 め 存 せ ず ， vse
‘
す べ て の

’
の よ うな位置に 来た時や xv

な ど．
’
）・ら生 じ，また外来翫か ら来た Qv は ＊w （子音的 u ）か ら出 た 。 印欧基

語の
＊．n ，＊n ，

＊
r，

＊1は その まま保た れ た 。 印欧基語 の
＊y （子音的 i）は ス ラ ヴ

語で ：よ語や音節 り 始め で は 1 とな っ て お り，
P シ ヤ語で は後に ilと記 された Q

　ま た 母音を印欧基語 の それと対応 させ て 示 せ ば次 の よ 5で あ る 。

　印欧基語

ll｝・・ ル ・…

奪
＊u

蠶：二1鵬：；醜討
；1
＊a

＊r

＊1
＊n

＄
m

古代 ロ シ ヤ

古代 ロ シ ヤ

ス ラ ヴ語

0
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》
1

》
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　 iy

（bl）

　 rr

　 猷
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1　 印欧基語

隠：｝

｝il｝
ii鸛
ii｝｝
i｝

教 ス ra

ク 　 Ia

〃 　r6

ク 　Ie

ス ラ ヴ語

Ve

1

u

jU

on （鼻母音）

en （鼻母音）

th’　Pt　 oro

　　 O！Qereolo

　e は ヤ ッ チ とい う字で書か れた音 で ，ス ラ ヴ基語で は ＊ea の よ うな開 い た 音

だ っ た ら しい が ， 古代 ロ シ ヤ語で は iと e の 中間の よ うな音だ っ た ら しい 。

　さて印欧基語は 子音 と し て豊富な閉鎖音と s 類音を もっ て い た わけ だ が，ス

ラ ヴ語は こ れ らを多少変え た に せ よ 語頭 で も
．
母音間 で もよ く保 っ た の で ， 子音

が語の 骨．格をなすゆえ，語 の 相貌は 変 らな か っ た 。 例 イ ン ドイ ラ ン 語派の サ ン

ス ク リ ッ トの 三人称単数 p5cati
‘

彼が 焼 く
’

に対 し，教 ス peξe蝋 ， サ ソ ス ク

リ ッ ト の 位格腹数 stinasu
‘
患子 た ち に お い て

’
に 対 し，教 ス synUxti な ど 。

印欧基語 か ら ス ラ ヴ基語ま で 音節の数 と順序
’
は ほ とん ど変らなか っ た の で，語

形 や文法形 は昔 の まま明瞭で ある 。

　事ち う ん 子音 は か な り変化 し た 。 X，　i，　e，6，　en の 前の k，　g，　x は それ ぞれ 6
，

dz （更 に S），§ とな っ た （第 一次 口 蓋音化）。 そ の 後東 ス ラ ヴ語で は
＊ai

，

＊ oi

か ら出た e
，
i の 前の k

，　g，　x は c
’

、　dz
ノ

（後に zt），　 s
’

と な り，前列母 音前の ．
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kv
，
　 gv は cv

，
　 dzv （zv ） とな っ た （第二 次口蓋音化）。 無気 と有 気の 2類 9 閉

鎖音が無気 の
一種

1
こ帰 し，例え ば dh と d が と もに d と な っ た 。 こ の た め に

例えぽ
＊d6 ‘

与 え る
’
と

＊dh §
‘

置 く
’

か らの 教 ス da−，　dE−，ロ na −，　Ae ・俵 母音

の 相違だけに な っ て しま っ た 。 また 印欧基語に な か っ た 後舌摩擦音 x が 発生 し

た 。 それゆえ ス ラ ヴ語 の 子音組織は 印欧基語 の それ と非常 こ ち が う 。 しか し閉

鎖音は その まま保た れ，母音間 の 子音は消え も弱 りも しな か っ た 。 他の 印欧語

で は よ く有声化 した り消え た りす る s さえ母音聞で有声化 した り h に な っ た

り しなか っ た 。 子音は 明瞭で ，各音節を他の 全音節 と明瞭に 区別 し続けた 。 そ

こ で 音韻組織の 骨組 は 元通 り で ，
‘

印欧基語
’

の話 し手 もス ラ ヴ語 の語を理解

す るか と思わ れ る ほ どで ある ， nebo
‘
天

’
は 印欧基語 ＊n6bhos

‘

雲 ， 天
’

と

そ っ くりで ，サ γ ス ク リ ッ ト 磁 bh的 ，古代ギ リシ ャ 語 n6phos の ほ うが 分 り

に くい ほ どで ある 。

　母 音は か な り変 っ たが 基礎語 の 主要な特徴は 保っ た 。
ス ラ ヴ語は liと 6，　a

と 6 を混同 して それ ぞれ o，a に し た が ，印欧語 で は a は普通 o と交替を行

わ な い た め 不 便は ほ とん どな か っ た 。 しか し重大な結果を来 した変化が ある 。

まず後列 母音が 口蓋 の 中央 で ，か つ あま り唇を使わず に 発音 され る よ うに な っ

た こ と で ある 。 こ の た め に U は bl とな り， 短 u は 固有の 音色を 失 っ て 先行

子音を軟 化しな い 点 しか i とち がわな くな っ た 。 そ して全母音 が ， 硬 子音の 次

に 立つ 硬母 音 と軟子音の 次に 立 つ 軟母音 に 分れ た 。

　　硬 母 音 　　　 a 　　 o 　　 th　　 y

　　軟 母 音 　 　 　 E　 　 e　 　 i　 　 i

　ま た 母 音短化 の 傾 向も重大な結果を来 した 。 多 くの ス ラ ヴ語 で 長音が大 きく

失わ れ， ロ シ ヤ 語で は 長音 が 全 く保たれ な い
。 古 い 短音の r，U は最 も閉 じて

い た の で 全母 音中最 も短か くな り，極短 とな っ て 固有 の 音 色を 失 い ，位置 に 応

じて 消え る か 別 の 音 （ロ シ ヤ語 で は ご＞ e，首＞ o ， セ ル ボ ク ロ ア
ー ト語で は a ，

チ ェ ヅ ク 語，ポ ーラ ン ド語で は e）に な る か し た ，例 （rl・H5 ，生 （コ ・Ha ＞ COH ，

生 CHa
‘

眠 り，夢
’
。 こ れが 形態上に も多 くの 変化を ひ ぎ起 した ， 例えぽ男性

名詞 で COH
，　CHa

，　CHy ……
の よ うな語形変化が規則化 された 。

　また後続音節 の 初頭子音 に 先行す る閉鎖要素を除 く傾向が 生 じた （バ ル ト語

派に は こ の傾 向は生 じな か っ た ）， こ の た め に ス ラ ヴ基語 に は 開音節 しか な く

な り，音節内で 聞 えが漸増す る傾向が 生 じた 。 そ こ で 例えぽ 後続音 節の n の

前で p が消え たた め に ，＊supnos （ギ リシ ャ 9e． 　hYpnos ，リ ト ア ニ ヤ語 sapnas ）

は教ス stintt
‘

眠 り
’

とな っ た 。 こ の 種 の 子 音 の 消失は 多 くの 形を不 明瞭 ：こ し
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た 。 例えば教 ス s首n ポ 眠 り
’

と sttpati
‘

眠る
’
， ロ シ ヤ語 coH と cfiaTb と

の 関係 は
一
見明瞭とは い か な い D そ の 後，別 の 音変化な どの 結果閉音節 も生 じ

た が，今も開音 節 の 傾向は 失せ な い ，英語 rot は 卩
ッ トと響 くの に 卩 シ ヤ 語 の

POT は 戸 一トと響 くの は こ の た め で ある 。

　す べ て の 二 重母音は 短化 し，別 音に な っ て しま っ た 。 n ，　m に 終る二 重母音

は鼻母音に な っ たが ， ス ラ ヴ語で は 鼻母音は 不安定で ， ロ シ ヤ語で は 11世紀

か らすで に o
，
e の鼻母音が u

，
　 jaと混同 され て い る 。 リ トア ニ ヤ語 rankb

‘

手
’

に 対 し教 ス ro”ka ，
ロ pyK6。　r，1に 終 る二 重母音 は 子音間 と語頭に お い

て各 ス ラ ヴ語 に 相違が ある，南 ス ラ ヴ語 と Pt シ ヤ語で は 上 の 表の よ うに 変 っ

た。 リ トア ニ ヤ 語 vartYti
‘

回す
’

（ラ テ ソ vert6
‘

我回す
’

， サ ン ス リ ッ ト

vartati
‘

彼回 す
’

）に 対 し教 ス vratiti， ロ BopoTilTb ， ロ シ ヤ語に生 じた こ の

音変化を ffonHornticHe とい う。

　語宋音の弱化も著 しい 影響を及ぼ した 。 自主的な語で は 語末子音 は 消えて し

ま っ た の で ，

＊pades
‘
汝が倒れた

’
も

＊

padet
‘
彼が倒 れた

’
も教 ス pade と

な っ て区別が つ か な くな っ て し ま っ た 。
0 語幹 の 男性名詞の 主格は ＊つ S ， 対格

は ＊・om で あ っ た の に ，ともに 無に 帰 した の で ， リ トア ニ ヤ 語で は今で も
‘

お

お か み
’

は それ ぞれ vilkas ，　vilkan で あ る の に ， 教 ス vlikti ，
ロ Bo ．IK の

一
形

に な っ て し ま っ た 。

　印欧語 の 音素 の うち 非常に 大 ぎな役割を した の は iの 子音形 ，チ ＝ ッ ク 語や

ポ ーラ ソ ド語で jと表わ す音で ある 。
ス ラ ヴ語で は こ の音が周囲を非常に変え

た 。 j の 前 で は k ＞ 乙
，
　s ＞ 9

，
　t＞ ロ 6 （教 ス 膏t），　 d ＞ ロ i 〔教 ス 2d）な ど に

変 っ た の で ，複雑な交替が生 じた ，例教 ス Plsati（pisati）
‘

書 く
’

，一人称単数

Pi蓴り
n
（＜

＊pisjon），
ロ nzC6Tb ，

一
単 HHUIy ， 教 ス voditi 　

c

導 く
1

，

一
人 称単数

votdon （＜ vodjon ）， ロ BO 磁 Tb ，一
単 BO ＞iC）7など 。

　1 は 後続の 母音を軟化 した 。 例 えば nesomti
‘

運ぼれ る
’

に対す る
＊
znajomtt

は znajemU
‘
知られ る

’
とな っ た 。 そ こ で 硬軟両変化 の 対立が生 じた 。

　 i6to
‘

年
’

／
＊morjo ＞ morje

‘

海
’

。

　印欧基語の 音調は 高低で ，音色に も母音 の 長さに も作用 しな か っ た 。 ス ラ ヴ

基語 も大体 こ の 状態を 保 っ た ，これが音韻 の 状態が古い ままに 保たれた理 由 の

一
っ で あ る 。 しか し強弱 も現われる よ うに な り，各 ス ラ ヴ語で い ろ い ろ に な っ

た 。 ポーラ ン ド語や チ ェ ッ ク 語 で は 語の
一定の位置 に 強 ア ク セ ソ トが固定 した

が ， ポ ーラ ン ド語で は 最後か ら 2番 目 ， チ ＝ッ ク 語 で は 語頭 の 音 節で あ る 。 セ

ル ボ ク P ア
ー

ト語 は 高低 ア ク セ ソ トをかな りよく保 つ
。

Pt シ ヤ 語 で は 古 い 音調
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ヵ墸 しい 強 さ と結び つ き ・ 強 ア ク セ ン ト音節の み がやや 長 く，それ 以外暗 節
は す べ て 短 くな おざ りに 発音 きれ るよ うに な り ， 音色ま で 変っ て 来た 。

　　
ス ラ ヴ 語が 非常に 保守的な音 韻鵬 をもつ よ うに 見え る の は 鍾 切 変化 が

起 っ た に か かわ らず語全体の相貌が 元 の ま ま に保 た れ た か らであ る。 しか しス

ラ ヴ基語中で ，将来各 ス ラ ヴ語 の 発達中で顕現すべ ぎ多 くの 重要な 傾向が 生 じ

た ， それ らの 傾向は バ ル ト語派 に は 生ぜ ず ， それが ス ラ ヴ語 に バ ル ト諸語 と非
常に ちが 5相貌を与えた の で ある 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＊

　印欧語の 文で は各語が文中に お けるそ の 役割を示 す 目印を具 え て い た 。 古代
の 印欧語の 語を耳に すれ ば ，それが文中で どん な 役割をす る語 で あ るか す ぐ分
っ た ・

ラ テ ン 語 ・ml ・u ・ 友は （が）・ ・mi ・i 友の ， ・mlC6 友 le　 ，友に よ っ て ，
友か ら。 しか る に近代の 非常 に 進化 し た 印欧諸語は こ の 古い 組織 を失 っ た 。 文

中に お ける語 の 役割 は位置や前置詞 な ど で 示 され る 。 こ の 点か らす る と ス ラ ヴ

謡 撮 初 の 文献の 頃は まだ印欧基語的で あ り覗 代 の 諸 ス ラ ヴ語 も大 伽 こ お し、

て こ の 古い タ イ プに 忠実 で あ る 。
ス ラ ヴ語 とバ ル ト語は 印欧語の 格変化を他に

類 の な い ほ ど豊か に 保 っ た 。 しか しよ く見 る と非常な改新を し て い る の だ 。

・

　印欧基語では名 詞 も動詞 も単数 の ほか両数 （dua1）を も っ て い た 。 古代 の ス

ラ ヴ語 は こ の 別を保ち ，今 もまだ保つ もの が ある ，ス ロ ヴ ェ
ニ ヤ 諸方言 で は 両

数が現用 され て い る （リ ト ア ニ ヤ の 若干方言で も）。 9 世紀に ス ラ ヴ の 翻訳者 た

ちが両 数を厳密に 用い て い た時 ， イン ドで もギ リ シ ャ で も イ タ リ ヤ で も両 数は

も う廃用に 帰 し て い た 。 そ し て ス ラ ヴ語で は 多 く新 しい 価値で 部分的 ic保た れ

た 。
ロ シ ヤ 語に お け

’
る 名残は 2 とい う数 との 構成 で ある 。 nBa 　6p盃Ta ‘

2人 の

兄弟
’
。 しか し古い 両数は 単数生格 と感 じられ，一

方男 性 か ら中 ・女性 へ ひ ろ

が り（ABa 　oK ｝IA
‘
2 っ の 窓

’

，　ABe 　cecTp 磁
‘
2 人 の 姉妹

’

），他方 3，4 へ 及んだ 。

Tpva　6paTa
‘
3 人 の 兄弟

’

，　qeT ざ1pe　cecTp 改
‘
4人の 姉妹

’

。 斜 格 で は 複数形が使

われ る 。 生 ・対 nByx 　6p6TbeB，ま た 一対をなす器官 の 名 1こ 両 数形が 複数と し

て 残 っ て い る 。
6gva‘

眼 1・YMH ‘
耳

’
（単 ｝ま 6KO

，
　Yxo）。

　性は 印欧基語 で は 活性 （animate ） と非活性 （inanimate）が あ り ， そ の 別は

主格 と対格に の み 存 し た 。 活性の うち ある 接尾辞を もつ もの は 女性，そ の 他は

男性で あ っ た が ， 男性 ・女性 として の 特有な変化は な か っ た 。 例えば ＊Ptter・
‘
父

’

と ＊m2ter ・‘
母

’

の 語形変化 は 同 じ で あ っ た 。 そ して こ れ ら：こ 対 して 非
活性は中性を な した 。 だか ら男 ・女 ・中の 別 は 異質的だ っ た

。 しか し性 別は 名
詞 自身に は な く，それ に か か る形容詞や 代名詞に よ っ て 定 ま っ た の で あ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
−
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　　とこ ろが ス ラ ヴ語では 男女別 々 の 語形変化が生 じ， 性別 が名詞 自身に お い て

識別 され ， 男 ・女 ・中の 三 性が等質的に 同 じ平面上に お か れる よ うに な っ た 。

雌雄 い ずれ に も用 い た
＊owis

‘
羊

’
を ovi ・nr 雄羊

’

と ovY −ca
‘
雌羊

’
（ロ

OB 舶）に 分け る し・ ＊snus6s
‘

息子 の 妻
’

は snusa （口 CHoxti） とい 5形lc変
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t

’
え た 。 そ して性別に よ る語形変化 の 統合が 行わ れ ， 男 ・中に それぞれ 1類 ，女

性に 2 類 の 変化が で きた （ロ シ ヤ 語で は UBeT ，　n6TO
，
　x｛e面 ，　Koc

’
rb）。 しか し

複数で は ，指 示代名詞の 馥数斜 洛が三 性同形だ っ た こ とな どか ら発 して ，各類

の変化に ほ とん ど差が な くな っ て しま っ た 。

　 ス ラ ヴ語で は 男性名詞は 語末音 の 弱化 の た め ；こ主 格語尾
＊ −OS

，

＊ ・US も対格 語

尾
＊ ・on ，

＊ ・un も消え て ， 単数はすべ て主 ・対格が 向形 に な っ て しま っ た 。 語

順の 比較的 自由な 国語で は 人を表わ す名詞 の場合 い ずれが 動作者で い ずれが 受

動者な の か 不 明で は 不 便な の で （複数で は 主格と対格は 別 形だ っ た し ， 女性単

数で も主 ・対は鋼 形），指示 代名詞 単数が生格で も対格で も togO と い う形に

な っ て い た の に 倣 っ て ， 生格 を対格に 借用す る よ うに な り，ス ラ ヴ諸語 で動物

へ も広、ず， ロ シ ヤ 語で は 複数 に も及ぼ し，か つ 女性や 中性 の 複数 へ も ひ ろ げ

た 。 ポ ーラ ソ ド語 では人／非人 とい う区別 まで追加 した 。 こ うして 印欧基語に

あ っ た活性／非活性 の 別 が部分的 に 再建 され たわけ で あ る 。

　 印欧基語は 8格 を も っ て い た が ， ス ラ ヴ 語は 奪格 （ablative ）形を生格

　（geniti
’
ge ） と奪格 を合せ た生格 と して用 い （ス ラ ヴ語で は 生格 の 名詞補語 よ

りも物主形容詞を用 い る こ とが多か っ た か ら生格形が保たれ なか っ た の で あろ
「

う）， 出発点を表わ し た 奪格 の 機能は 前置詞 で 表わ す よ うに した （昔の 前置詞

な しの 奪格 の 用 法の 名残は
‘
恐れ る

’

な どの 意味 の 動詞 と共 に す る生格や 比較

級を使 う
‘

よ り
’

とい う意味 の 生格 な ど に 残 っ て い る）。
ロ シ ヤ 語は 更に 呼格

（VGcativg ） も主格 です ませ る よ うに し た の で 6 格に な っ た 。 ま た 場所や 時を

表わ した 位格 （locative）は ，必ず前置詞を つ け て 意味を明確化す る よ うに な っ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 匙

た の で ， 前置格 （prepositive） と呼 ばれ る よ うに な っ た 。 位置 の 指示 を前置詞

で 正確化す る t とは 印欧語の 全域で 古 くか ら行われた 。

一
般 に 前置詞が豊富に

な っ た の で ， 格変化は 必ず しも必要 で な く， ロ シ ヤ 語の 外来語や 略語 に ぽ不変

化 の 名詞 さえ 少 くな い
。 南 ス ラ ヴ語 で は 南 へ 行 くほ ど格変化が減る ， ブ ル ガ リ

ヤ 語は格変化を棄 て て しま っ た 。 格 の 意味 内容の 空虚 化，それ に よ る格形 の 消

失が ス ラ ヴ 語の 大 きな傾向で ある 。

　形 容詞は ，原 始印欧語 で は 名詞 と同形で あ り ， た だ女性 特有の 語幹を も有 し

た だ け で ある 。 ス ラ ヴ基語 もこ の 状態 を保 っ た が ，ほ か に 指示代 名詞 je一が あ
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とへ つ い て 名詞 ・形容詞の結合を限定する艮語尾 形が で き ， こ れ が ジliえば男 ・

中の 生格単数 nova ；ego ＞ novago ＞ novago の よ 5 ；こ 縮約 して 盛ん ；こ 使われ

るよ うに な っ た 。 こ の 方が持微的で あり，特黴的な 方が優勢とな る の が常だ か

ら， 卩 シ ヤ 認で は 短語尾形は 述語と して使われ るだけで 格形を失 い ，形容詞 の

組織か ら脱落 し て衰 えつ つ あ る 。 名詞型の変化 は南 ス ラ ヴ 語 で 最 もよ く保た れ

て い る 。 こ うして ロ シ ヤ語は 名詞 とまるで ちが う形 の 形容詞を もつ よ うに な っ

た 。
ス ラ ヴ語は 格や性などを豊富 こ 保ちなが ら，実質均 ，こ は 多 くの 敦新 を経た

の で あ っ て ，そ の 名詞 ・形容詞組織 は 印欧基語の それ とは 非常 こ 異 っ て 来た の

で ある 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＊

　動詞 を 見 る と，ス ラ ヴ 語は バ ル ト諸語 と非常に ち が う。 双 方 に お い て 多 くの

古い 特黴が失わ れ，新 しい や り方が導入 されたか ら で ある。

　印欧語に は 直接法 （命令法を含む）の ほ か ，ま だ心 的存在以上 ；こ は な っ て い

な い 過 至を表わす接続法 （subjuncti7e ）と，実際 こ は 生 じな い か も知れ な い 非

現実過 量を表わす希求法 （optative ） が存 した 。 ギ リシ ャ 語は 次第に 希求法を

失 っ た し ， ヴ 。、　一ダ で よ，く使わ れた接続法は 古典 サ ン ス ク リ ヅ ト語で は消 え て

し ま っ た 。 しか しど こ で も 2種 の 法は存 し，それを起原 の い か ん を 問 わ ず直説

法お よ び接続法 と称 して い る 。 そ して接続法は よ く副夊で使われ る 。 と こ ろが

ス ラ ヴ語は 最古の 文献以来直説法 しか もっ て い な い 。 そ し て 昔 の 希求法を，あ

ま り 明瞭でな くな っ た命令法の 代りに用 い た。 教 ス beri，　berete
‘
取れ

’
は ギ

リシ ャ 語の 希求法に 当っ て い る 。
ス ラ ヴ語は 早 くか ら情緒的 な方面 を表わ す法

を除い て し ま っ た の で あ り， 副文が発達 しな か っ た こ とも こ れ を助けた で あろ

う （今 の 6blに よ る接続法は bytiの ア オ リス ト の 二 ・三人称単数形 iC −IU の

分詞が つ い て で きた もの ）。

　ス ラ ヴ語 に は 昔 の 完了 （perfect）の 形は 伝わ っ た が （教 ス v6de
‘
我知 る

’
），

早 く衰え ， そ の 代 りk ， 分詞形に
‘

ある
’

と い う動詞を つ けた 形 （教 ス nesiif

jesmD が 行わ れる よ うに な っ た 。
卩 シ ヤ 語 で は 後に

‘
ある

’
とい う動詞 が と

れ て Hec
，
　Hecni ……だ けですむよ うに な り，こ れが 唯

一
の 過夫形 となる 。

こ の

や り方は 紀元後 4 世紀 の ゴ ート語 に もまだな い もの だが ， 分詞 の 固定 した 形 と

助動詞 （ヒ ッ タ イ ト語で は
‘
持つ

’
とい う動詞）で perfect，

　 pluperfectな ど

を表 わ す こ とは紀元 前 1900− 120G の ヒ ッ タ イ ト語で も行わ れ た の で あ っ て

（エ Friedrich
，　Hethitisches　Elementarbuch，　Heidelberg， 1940，　p．63），近

代性 の 証拠 とは な らな い 。 しか し自主的な語で あっ た sen
‘

自分
’

と い う要素
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で 昔の 中間態 （middle 　voice ）の 語尾 をお ぎか えた の は 近代的で ある 。 古代 ロ

シ ヤ 語で は Cfi を動詞 の 前へ お くこ とも，間 へ 別 の 語を入 れ る こ ともで きた が

今の ロ シ ヤ 語で は 動詞 の 末尾 へ 自主性を失 っ た 一CH が つ く。

　古代の 印欧語で は 語根に 直属する現在語幹 ・ア オ リ ス ト語幹 ・完了語幹がそ

れ ぞれ 独立 して い た 。 多 くの 印欧語 で こ れ が 2 語幹  ご動詞変化 （conjuga −

tbn） に統合され た 。 ス ラ ヴ 語で も現在語幹と不定形語幹を もつ
一動詞変化と

な り ， こ の 両語幹は大体に お い て ほ とん ど同形で ，

一
方か ら他方を推測 し得る

こ とが多い 。 か くて ス ラ ヴ語 ・” シ ヤ 語は 動詞の一般 的構造 に お い て も近代的

な もの に な っ た 。

　ス ラ ヴ語の 動詞 に は ア ス ペ ク ト （aspect ，　B觚 ，相）の別があ り， ロ シ ヤ語文

法で 不完了体 ・完了体 と訳され る
一
対が

一
勁詞 をなす の が普通で ある 。

　ス ラ ヴ語の ア ス ペ ク トの 起原に つ い て は 種 々 の 説が ある が ，印欧語の 最古の

状態を示唆すると こ ろ の 多い ヒ ッ タ イ ト語に は ，直説法と命令法の 零法 ， 現在

・未来と過去の 2 時称が あ り，語形変化に 2種 あ る が ，意味は ち が わな い Q そ

の 一は 歴史的；c 印欧語の現在お よび ア オ リス ト組織 に 当る が，特に ア、オ リ ス ト

に 当るもの は な い 。 他は perfec亡 に 当るが 他の 印欧語の現在お よび ア オ リス ト

組織 1こ 当る形か らも影響を受け て い る （E．Stur亡evant 　and 　E，　Hahn
，
　A 　Com ．

para ヒive　Grammar 　of　the　Hittite　Language，1951，　P．118　ff）。 従 っ て ，現在

語幹と ア オ リス ト語幹 の 別が 印欧語全体に ギ リ シ ャ 語に お ける よ うに 明瞭に 存

した とは 考えられず，印欧基語 に お ける現在 ・ア オ リス トの 対立 に ギ リシ ャ 語

に おける よ うな重要性を与え ん とする の は 誤ま りで あろ 5 。 ギ リシ ャ 語や イ ン

ドイ ラ ン 語に 見られ る動詞組織は こ れ らの 語派 の み に お け る 平行的発達と考 う

べ ぎで ある （J．Gonda，　The　Aspectual　Function　of　the　Vedic　Present　and

Aorist
，
1962

，
　 p．261　ff．）。

ス ラ ヴ語の 不 完了体 ・完了体の 対立 は ，ギ リ シ ャ 語

の 現在語幹 と ア オ リス ト語幹の対立に 用法上 よ く似 て い る。しか し形態上 の 類

似ぽ な い 。 ギ リシ ャ 語で は動詞の 各語幹が ア ス ペ ク トを異にする の に ，ス ラ ヴ

語で は数個 の 語幹を具 え た 独立 の 動詞 が ア ス ペ ク トの 対を な す 。
ス ラ ヴ語で は

ア オ リス ト も不 完了時 （imperfect）も，完了体か らも不 完了体か ら も作 り得る

が，こ れ は ギ リ シ ャ 語で は 考え られな い こ とで あ る 。 それ に 上述の よ うに ，印

欧基語 で 現在 と ア オ リス トがど の 程度に 分化 して い た の か 疑わ しい 。

　ス ラ ヴ語 の ア ス ペ ク トは 接頭辞 が原動力 とな っ て 発達 した の で あろ う。
ゴ ー

ト語 で は ga一が限定的な意味を与え ，　 ga一の つ く動詞 は 未来を表わす の に 使 わ

れた 。 しか しゲ ル マ ン 語 全体で こ の や り方が
一

般化 したわ けで は な い し ， ア ス
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ペ ク トは こ の 段 階以上 に は 発達せ ずに 亡 ん で し ま っ た 。

　バ ル ト語派 の リ ト ア ＝ ヤ 語て
’
は ，基本動詞 と並び pa一な どの つ く形が あ り ，

別 の 意味を加えずに 完了 を表わ し，現 に や りつ つ ある動作は 表わ せ な い 。 他 の

バ ル ト語 もほ ぼ同様で ある 。 しか し完了動詞に 対応す る 不 完 了動詞 ：：原動 詞 で

あ り，
ス ラ ヴ語の よ うに 派生不完了体を発達させ な か っ た （L．Dambrianas ；

Verbal　Aspects　 in　Lithuanian
，
1959

，
　p．253−252 ； Chr．　S．　 Stang，　Verglei−

chende 　Grammatik　der　bal亡ischen　Sprachen
，
1966，　p．359丘）。

　 バ ル ト語や ス ラ ヴ語は
＊ ・sy 一に よ る未来を もっ て い た ，バ ル ト語は こ の 未来

を 今 ももつ の に ，ス ラ ヴ語は痕跡を と ど め る だ けで こ れ を失 っ た 。 S ア オ リ ス

トが発達した の で ， こ れ と形 が近す ぎる
＊−sy 一未来を排除する ほ うが好都合だ

っ た か らで もある 。

’

そこ で 接頭辞の つ い た 動詞は基本動詞に 対 して現在未来の

意味を とり，

＊・sy ・未来 に 代っ た 。 印欧基語 の 接続法 は 語幹 の み に よ っ て 特徴

づ けられ て い た の で ，語幹母音の ある現在形は 語幹母音 の な い 語根的現在の 接

続法の よ うな形を して い た 。 だ か ら こ れ に 接頭辞の つ い た形が未来を表わ し易
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノ
か っ た の だ ろ う （A．Meillet，　Les　valeurs 　du　pr6sent 　slave ，　RES ，　XII，　1932，

fasc．3−4，
　p．157−9）。 そ して ス ラ ヴ語は ，未来を再建する と と

』
もに ・iti

，

・ati

の
‘

反復
’

動詞 に よ る 不完了体を得て ，ア ス ペ ク ト組織を作 り上 げ た 。 こ の

一a・な ど の接尾辞は 例えば ラ テ ン 語に もあ り， や は り持続的の意味の動詞を作

る の に 用い られ る 。
oc −cipere ‘

女台め る
’

に対する oc −cupare
‘
占め る

’
。 だ か

らス ラ ヴ語の ア ス ペ ク トを表わす用具は 印欧語起原で ある 。 ス ラ ヴ語 の 改新は ，

古い 素材を新 し い 形態的組織へ はめ こ ん で ， 独特の ア ス ペ ク ト組識を1乍り上げ

た 点 に あ る 。 バ ル ト語 は
＊・sy 一の 未来を も っ て い た の で ，こ れ を 補 5 ア ス ペ ク

ト組織 を必要 と しなか っ た 。
ロ シ ヤ 語で は ア ス ペ ク ト組織 を ます ます整鮨 し ，

他に も時称 や法を 補 う種 々 の表現法 を発達 させ て ， ア ス ベ ク ト ・時称 ・法が解

き難 い
一体をな す柔軟で豊か な動詞組織を作 り上げた 。

−ul 以外 の 種 々 の 過去

は 不用 とな り亡 び去 っ た 。

　 メ イ エ は
‘

ス ラ ヴ語 は 概 して 印欧語の精神 に 忠実なま まで あ る 。 そ の動詞組

織の全体を支配する の は 時称 の よ うな抽象的な カ テ ゴ リーで は な い ，それは 比

較的具体的な ア ス ペ ク トの カ テ ゴ リーで あ る 。 形態上 か らすれ ぽ ス ラ ヴ動詞 は

ホ メ ー ロ ス の ギ リシ ャ 語 とは 非常に 遠 い ， しか し意味か らすれば非常 に 近 い
’

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t　　
’

とい っ て い る が （A ．Meillet
，
　Des　innovations　 du　verbe 　 sla ▽e

，
　RES

，
　fasc．

1−2
， p．45）， 印欧基語 の ア ス ペ ク ト状態が 不詳 とな っ た 今で は ，そ う言える か

ど 5か 疑 わ しい よ うで ある 。
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